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認めること 

                         副校長  田 﨑  剛    
先日の音楽会では、多くの方にご来校いただき、ありがとうございました。そして、子供た

ちの頑張りに惜しみない拍手をくださったことに、本当に感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。どの学年も、それぞれの発達段階や学年の特性・特徴を活かした楽曲が選ばれてい

ました。少し難しい楽曲にも挑戦し、一つの作品をみんなで作り上げた喜びを子供たちは感じ

ることができたと思います。その成果を認めてくださった拍手だったと思います。 
ところで、児童たちは、あの歌声や演奏をいつから準備してきたと思いますか。それは、楽

曲の練習をはじめた２ヶ月前ではありません。もっとずっと前なのです。日々の生活や学習の

中で、様々な経験を経て身に付けてきた成果なのです。極端な言い方をすれば、生まれたとき

から準備をはじめていたとも言えます。もっとも、生まれたばかりの頃と今を比べることは、

あまりしないと思いますが、数ヶ月前や１年前と比較すれば、いろいろと成長していることを

再認識できると思います。 
しかし、一緒に生活している保護者の方や我々教員は、毎日のように見ているが故に、日々

の小さな変化や成長に気が付きにくいものです。そして、少しずつ成長してできるようになっ

たことを認めてあげられないまま、いつの間にか、できて当たり前になってしまっている。で

きないことの方が目立つので、注意や怒ってばかりいる、子供にとって嫌な大人になってしま

いがちです。我々大人は、完成した出来映えだけを認めるのではなく、失敗した中に、どこが

良くなったのかを見付け認めていく。「おしい！足の上げ方は良くなったよ。」「タイミングは、

バッチリ！」そして、「次は、こうしてみよう。」 
毎日のように、一人一人の成長に気が付き、認める拍手を送りたいものです。 
ところで、気が付きましたか。今回のタイトル、一昨年度、昨年度の１２月号と同じタイト

ルです。そして、自戒の意味を込めて、同じ言葉で終わります。 
「小さな努力やその成果に気が付いて、それを認めて声をかけていけたなら、きっとその子供

は、もっともっと大きなエネルギーを得ることができるでしょう。私は、それができる教員に

なりたいと思っています。」 
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音楽科主任

今年度の音楽会のテーマは「おおきなうたごえ・みんな

で・がっきと・なかよく・かなでよう・いい音楽」。各学年で演

奏にテーマ性をもたせ、いろいろなジャンルの楽曲に取り組

みました。
初めて触れる楽器に興味をもって積極的に取り組む子、
難しいところを何度も練習する子、明るい表情でのびのびと
歌う子・・・一人一人、自分のベストの演奏をめざして取り組
みました。はじめはバラバラだった音や声が一つの音楽に
なった時、「できた！」「おお！」と喜びや感動が生まれまし
た。

そうして本番を迎えた子供たちは、みんなで気持ちを合わ

せて、いい音楽を奏でることができました。
日々の練習を通して得た喜びや感動、一つの音楽が完成
していく楽しさを味わった子供たち。これからの成長が楽し
みです。

みんなで奏でた音楽会

小中一貫研究クリエーター

11月12日に、大泉第二小学校で、校区別協議会がありました。この時期は、小学校で研究授業を行います。
大泉第二中学校、第二小学校、大泉南小学校の３校の教員が集まって、９つの教科で研究授業を行いました。
また、11月20日には、6年生が中学校に行って学校見学をしました。生徒会の役員さんが、中学校生活について
の説明がありました。教員も児童も、小学校と中学校が交流する機会をたくさんもって連携しています。
ホームページでも紹介していますのでご覧ください。

生活指導部

11月のふれあい月間が終わりました。本校では、
どの児童も楽しく学校に通い、過ごしてほしいとい
う思いから、毎月自分の生活を振り返りアンケー
トの他、年３回、いじめについての取組をしていま
す。また今年度は、練馬区主催のいじめ撲滅運
動、「いじめの標語」作成を通じて、いじめについ
て全学年で考えました。
普段の何気ない言動が、自分では平気だと思っ
ても相手の心を深く傷つけていることがあります。
ふれあい月間は、そのことを再確認する期間でも
あります。大人でも言葉の乱れが最近は目立ちま
す。子供たちは大人の使っている言葉が正しいも
のとして当たり前のものとして感じてしまいます。
「おまえ」「てめえ」「うざい」「きもい」などの言葉は
使わせたくないものです。言葉が変われば、行動
も少しずつ変わっていくと思います。学校と保護者
が連携しながら子供の健全育成に取り組んでい
けたらと思います。だれもが明日も学校へいくの
が楽しみと思える学校なるよう、生活指導部として
も取り組んでいきます。

ふれあい月間

小中一貫教育


